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学術情報

九州大学早良実習場長期気象観測データの整理統合

緒方健人＊ 1, 久米朋宜汽片山歩美汽井上幸子 1

九州大学早良実習場（現早良保全緑地）では．長期間にわたって気象観測を実施し． 1950年6月から 2020年6月まで

の観測データが保存されている。これらのデータは演習林が発行する機関誌で公表されてきたが．長期の気象データとし

て統合されていなかった。また．一部のデータは公表されず．全ての観測期間をとおしてデータの内容や取得状況につい

ても把握できていなかった。そこで，本報告ではこれまで散逸して保存されていた気象データ（気温と降水量）を月単位

で整理統合しデータセットを構築した。また．近隣の福岡気象台における気象データと比較し．今回構築したデータセッ

トを検証した。気温と降水量は．観測期間初期 (1970年代まで）において．年によって両者の関係が大きく変わり．測

定誤差（人為ミスや機器の故障）や測定方法の変更が影響していると考えられた。

キーワード：気象データ，長期モニタリング，データセット．観測体制

Long-term meteorological measurements were conducted in the period between June 1950 and June 2020, in Sawara district, 

Kyushu University. Although the meteorological data were partly shown in different types of annual reports in Kyushu University 

Forest, they have not been compiled as a long-term dataset yet. To confinn the data quality with measurement methodology through 

the whole measurement period, we synthesized the long-term meteorological data such as monthly air temperature and precipitation in 

Sawara. Also, we compared the meteorological data in Sawara with those of the Fu1ruoka meteorological observatory from the Japan 

Weather Association. Consequently, we found year-to-year differences of the relationships between the data measured in Sawara and 

the Fu1ruoka meteorological observatory, in particular, in the first stage of the measurements(i.e., -l 970's), probably resulting from 

measurement errors and changes in methodology in the period. 

Key words: meteorological data,long-tenn monitoring,data set,measurement system 

1. はじめに
気象環境は，森林の樹種構成や生産量．物質循環などを

決定づける重要な環境要因であり，森林に関する調査研

究において最も重要な基礎情報の一つである (Campbell& 

Norman 1998)。したがって．気象データを長期間継続して

取得することは，研究基盤を整備・強化するうえで必要不

可欠である。

九州大学農学部附属演習林福岡演習林早良実習場（現早

良保全緑地。以下．早良実習場）においても 1950年 6月

以来，長年にわたり気象観測が実施されてきた。しかし

2021年 3月に九州大学農学部附属演習林（以下，演習林）

として早良実習場の管理を終えることに伴い，約 70年に

渡る気象観測も併せて終了した。過去に取得した気象観測

のデータは気象月報や年報として演習林が発行する機関誌

において公表されてきた。しかし，これらのデータは機関

誌に印刷された紙媒体の情報のみで，デジタルデータ化は

されていなかった。また 2004年以降の観測では手書きの

観測野帳の存在は確認したが，機関誌等において公表はさ

れていなかった。このような保存状況ではデータの利用や

提供を行うことは容易ではない。また蓄積されたデータか

ら長期変動を示すには，観測期間中の露場の移転や観測時

間の変更，機器の変更等を考慮する必要があり（蔵治ら

2012)，過去のこれら観測方法の記録は観測データと同じ

く重要な情報である。

本報告ではこれまで蓄積された気象観測の情報を基に，

散逸して保存されていた気温と降水量の気象記録を整理統

合し，それらの長期トレンドを把握した。また得られた長

期の観測データを福岡気象台におけるデータと比較し，今

回構築したデータセットを利用する際の注意点を提示し

た。なお，計測項目は多岐にわたっていたが，本報では，

観測開始当初から一貫して観測が行われてきた気温と降水

量について，月単位で集計し，その結果を提示した。

2 方法

2.1 早良実習場の概要

早良実習場は福岡県福岡市西区生の松原に所在する。

1922（大正 11)年 9月に農商務省（現農林水産省，経済産

業省）から国有林の所管替えを受け早良演習林として設置

Taketo Ogata*, Tomonori Kume, Ayumi Katayama, Sachiko Inoue: Synthesis oflong-term meteorological data in Sawara Training Site, Kyushu University 
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され，以後演習林が所管した。1994（平成 6)年6月には 2.3 観測データ

早良演習林の全域が売却処分の対象として決定された（九 上記各期間の観測項目を表 lに示す。各機関誌および観

州大学演習林百年史編集委員会 2013)。敷地の一部売却や 測野帳の観測項目には，気圧，気温，湿度， 雲量，蒸発量，

管理事務所の移転，早良演習林の名称の早良実習場への改 降水量，積雪，量別降水日数二十四時間量，風向，天気，

称などを経つつも引き続き演習林により林地管理が行われ 雑象，地中温度が確認された。また気温の細目として，日

たが 2021年3月をも ってその管理全般が大学事務局に移 最高， 日最低，日平均が観測され，月毎に日最高月平均，

管され，現在は早良保全緑地として管理されている。 日最高極値， 日最低月平均， 日最低極値會月平均が集計さ

林相は今津湾に面した海岸沿いにあり東西約 1,700m, れていた。自動観測システムでは日射量，風向，風速，降

南北に中央最大 500mの拡がりをもつ海岸林であり，ク 水量，気温，湿度の観測項目が設定され，それぞれ 10秒

ロマツを主体にアカマツおよび種々の広葉樹が混生してい 間隔で計測し 10分間隔のデータが記録されていた。

る。周辺の環境は 1965（昭和 40)年頃より以前は広い水 観測項目は機関誌や観測年によ って追加や中止の項目が

田地帯に集落が分散する農耕地であったが，1970（昭和 見られた。各機関誌では観測した値は月単位で集計され気

45)年以降になると住宅地や地下鉄車両基地等の土地開発 象月報または年報として記載されていた。また機関誌の逸

が行われ，農耕地の全てが消失した。 失（演習林2号～ 5号，研究経過報告昭和 37~39年）や

2.2 用いた資料と観測期間

早良実習場における気象観測の記録は演習林部内の機関

誌において公表されておりそれぞれ「演習林 (1950年6

月～ 1962年6月）」，「研究経過報告 (1966年～ 1975年）」，

「年報 (1976年～ 2005年）」の刊行物が確認された（固 l)。

2004年 1月から 2015年 12月までの観測記録は公表されて

いないが手書きの観測野帳が保管されていた。2016年3

月から 2020年6月までは自動計測システムを用いた観測

が実施され（久米ら 2019)，この期間の観測記録が存在し

ている。以上から，合せて 70年にわたる気象観測のデー

タが確認された。
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図1 九州大学演習林の各機関誌

観測機器の故障（演習林研究部 1952)，観測を行う職員の

不在（演習林研究部 1955)等によって観測データの一部に

欠損が生じていた。

観測方法や機器の情報は各機関誌や観測野帳から確認で

きなかった。また，自動観測システムでは久米ら (2019)

の報告によりそれらの情報が確認された。観測位置は機関

誌「演習林」に緯度経度の記載が確認されたが，早良実習

場敷地外に位置しており，おおよその数値を示したものと

思われた。また，観測位置の移動の情報も確認できなかっ

た。

これらの観測項目の中で気温と降水量は全ての期間を通

して観測が実施されたことが確認された。そこで本報告

では，気温と降水量の長期の観測データを示すものとした。

2.3.1 気温

本報では，月平均値（日平均気温の月平均），月最高極

値（日最高気温の月最高値）， 月最低極値（日最低気温の

月最低値）を用いる。それぞれの月毎の気温データの 70

年平均値も算出する。ただし各機関誌および観測野帳では

月平均値の求め方（つまり日平均気温の計測方法）が明

記されていなかった。機関誌「年報」では月平均値の項目

に， 日平均気温の月平均 (9時）と記載されているが，機

関誌「演習林」および「研究経過報告」ではその項目は記

表1 気象観測項目およびデータの取得状況

機関誌名および
観測年 観測時刻 気圧 気温 湿度 日射 雲量 日照時数 蒸発量

生データ

演習林 1950-1962 0 (lQ時） X 

゜ ゜
X 

゜
X X 

研究経過報告 1965-1974 0 (9or10時）

゜ ゜ ゜
X 

゜
X 

゜年報 1975-2003 X X 

゜
X X X X 

゜観測野娠 2004-2015 X X 

゜
X x X X X 

自動観測システム 2016-2020 X X 

゜ ゜ ゜
X X X 

機関誌名および
観憑年 降水量 積雪

量別降水日数
風向日報 風向風速 天気 縫象 地中温度

生データ 二十四時間量

演習林 1950-1962 

゜ ゜ ゜ ゜
X 0 (10時）

゜ ゜研究経過報告 1965-1974 

゜ ゜ ゜ ゜
X 0 (10時）

゜ ゜年報 1975-2003 

゜
X X X X 0 (9時） X 

゜観測野帳 2004-2015 

゜
X X X X 

゜
X X 

自動観測システム 2016-2020 

゜
X X X 

゜
X X X 
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載されておらず，気象月報表の枠外に(-日一回9時観測） を調べた。通常， 7km程度の水平距離であれば，両者の気

もしくは(-日一回 10時観測）と記載されておりそれ 象データの変動パターンは概ね一致し，高い決定係数 (R2

ぞれの観測段階で観測基準が異なっていた可能性が考えら ＞0.8)を示すはずである（例えば篠原ら 2007;Tsuruta et 

れた。自動観測システムのデータは 10分間隔のデータか al. 2015)。よって．本研究では， R2が低い年 (R2；；；；．゚8)に

ら月平均値を算出した。毎月のデータに， 一部欠測（数日 は，計測に何らかのエラーが発生していると判断した。な

程度）があった場合もその影響は小さいと考え，解析に お，早良実習場と福岡気象台の値が完全に一致していた場

含めることにした。 合， a= I, b = 0, R2 = 1.0となる。

2.3.2 降水量

本報では，日降水量を月毎に積算した月降水量を用いる。

また，毎月の月降水最の 70年平均値も算出する。毎月の

降水量のデータに，一部欠測（数日程度）があった場合も，

その影響は小さいと考え，解析に含めることにした。

2.3.3 福岡気象台との比較

上述した気温および降水量のデータを近郊の気象庁福岡

管区気象台（以下，福岡気象台と呼ぶ）の観測データと比

較した。福岡気象台の月毎のデータ（気温の月平均値，月

最高極値，月最低極値及び，月雨量）は気象庁ホームペー

ジよりダウンロードして使用した。福岡気象台は早良実習

場から最も近く，約 7kmの距離に位置する。

早良実習場および福岡気象台のデータの比較では，年毎

のデータで線形回帰を行った。 y=a・x+bにおいて xを

福岡気象台の月毎のデータ， yを早良実習場の月毎のデー

タとし，年毎に傾き aと切片 bを求めた。 aとbを用いて，

早良実習場と福岡気象台のズレを定量化し，その経年変化

3.結果と考察
3.1 気温

3.1.1 月毎の観測データの長期変動

月平均値，月最高極値および月最低極値をそれぞれ図 2

に示す。主に1965年以前においてデータの欠損が生じて

いたが，おおむね連続した観測データが得られた。観測期

間中，月平均値の最大および最小は，それぞれ， 33.5℃

(2004年8月）， 1.4℃ (1984年 1月）であった。月最高極

値の最大および最小は，それぞれ， 40.5℃ (1994年 8月），

11.0℃ (1984年2月， 1985年 1月， 1986年 2月， 2011年

1月）であった。月最低極値の最大および最小は，それぞ

れ， 24.5℃ (2013年7月），ー9.2℃ (I956年 12月）であっ

た。

毎年，夏に極大を，冬に極小をとる明瞭な季節変動が認

められ，長期変動を見ると，夏よりも冬の極小値において

1985年頃から上昇傾向が明瞭であり，特に月最低極値で顕

著に上昇傾向が見られた。
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図2 70年間の気温の（1)月平均値 (2) 月最高極値および (3)月最低極値
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3.1.2 70年平均値

70年平均値について図 3に示す。月平均値の 70年平均

値は， 8月に最大， 1月に最小となり，それぞれ，28.9℃

(8月）と 5.9℃ (1月）であった。月最高極値は，月平均

値よりも 7~ 11℃大きく推移した。月最低極値は，月平均

値よりも， 9～ 13 ℃低く推移した。毎月の月平均値，月最

高極値および，月最低極値を 1月から 12月までの期間で

平均すると（年平均値），それぞれ， 17.1℃,26.9℃およ

び， 6.0℃であった。

3.2 降水量

3.2.1 月毎の観測データの長期変動

月毎の値を固 4に示す。気温データと同じく 1965年以

前において観測データの欠損が生じていたが，おおむね

連続した観測データが得られた。1953年6月に記録され

た 1100.2mmや， 1980年 8月に記録された 1010.5mmな

ど特に大きい値が観測されたことについての理由の記載は

なかったが，福岡気象台のデータでもそれぞれ，1055.9

mm (1953年6月）および846.5mm (1980年6月）と相当

大きい降水量が観測されていた。特に， 1953年6月には，

九州北部を 中心とした大雨が観測された（気象庁ホーム

ページ）。これらの値を除けば，降水量は概ね 0-500 mm 

1月の範囲にあり，長期的に増加または減少する傾向なく

推移している ものと思われた。

3.2.2 70年平均値

各月の月降水量の 70年平均値を図 5に示す。最大値は 7

月の 251.6mm／月で，最小値は 12月の 56.6mm／月であっ

た。6月から 9月の期間は，月降水量は 150mm／月を超え，

相対的に降水量が大きかった。その一方， 1月から 2月お

よび 10月から 12月の期間は，月降水量が 100mm／月を

下回る小雨月であった。1月から 12月まで積算した降水量

（年平均降水量）は， 1555.7mmであった。

3.3 福岡気象台のデータとの比較

3.3.1 気温

回帰直線の傾きと切片で示される早良実習場と福岡気象

台の関係は，観測期間を通じて一定ではなかった（図 6)。

1950年から 1970年までの期間傾きの年変動が大きく，

1.0から外れる年が散見された。同期間，早良実習場と福

岡気象台のデータの決定係数が0.8を下回る年も散見され

た。その一方， 1970年以降月平均値月最高極値及び，

月最低極値と もに傾き は概ね 1.0であった（図6(1), (3), 

(5)）。切片は，1950年から 1970年の期間，0より大きい

年も散見されたが， 1970年以降は，0付近または0より小

さいことが多かった（図 6(2), (4), (6)）。

これらのことは， 1950年から 1970年までの 20年間は，

早良実習場の気温の計測が安定しておらず，計測に何らか

のエラ ーが生 じていた可能性があり 今後解析に用いる
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場合には注意が必要であることがわかった。その一方で，

1970年以降は，早良実習場と福岡気象台の気温の時間変動

パターンは概ね一致していたと言えよう 。切片が 1980年

代から 2000年にかけて，負の値から 0に漸近する傾向が

みられ，早良実習場の気温が福岡気象台のそれに近づいて

いっていることが分かる（特に，図 6(2), (6)）。その理

由として，観測機器や観測場所の変更といった計測に関す

る影響や局所的な温暖化の影響が考えられるが，現時点で

は要因を特性することは困難を極める。

3.3.2 降水量

降水量における早良実習場と福岡気象台の関係も，観測

期間を通じて一定ではなかった（図7)。早良実習場と福岡

気象台の降水量データの決定係数が低い年が，観測期間を

通じて散見され，これらの年は，計測に何らかのエラーが

生じている可能性がある。また， 1980年までは，傾きおよ

び切片ともに年変動が大きく，何らかの計測上のエラーが

発生していた可能性が高い。今後，解析に用いる際は注意

が必要であることが分かった。1980年以降は，傾きは 1.0

付近，切片は 0付近にプロ ットされる年が多かった。その

一方で 1990年から 2000年にかけて，切片が一 50まで下

回るような年は，計測に系統的なバイアスがかかっている

可能性がある（例えば，雨量計の目詰まり等で一定量を系

統的に過小評価していた等）。 これらの年のデータについ

ても，取り扱いには注意が必要である。なお，降水量は空

間変動が大きいことで知られ (Kaoet al. 2013)，特に夏季

の頻発する対流性の降水のスケールは数kmととても小さ

い（小倉 2016)。そのような局地的な降水量の空間変動が
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図6 早良実習場と福岡気象台の気温の比較：
直線回帰 (y=a・ x+b, x :福岡気象台データ， y早良実習場データ）における傾き (a) と切片 (b)の年々変動および，決定
係数 (Rり。上段から月平均値，月最高極値および，月最低極値における傾き ((I) (3)および，（s)) と切片 ((2) (4)お
よび（6)) を示す。
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図7 早良実習場と福岡気象台の降水量の比較：
直線回帰 (y= a ・ x + b, x :福岡気象台データ， y早良実習場データ）における傾き (a) と切片（b)の年々変動および，決
定係数 (Rり。

2地点間の関係に影響を与えている可能性もある。

4. まとめ
本報告では，早良実習場における 70年にわたる気象観

測データを整理し，気温と降水量のデータセットを構築し

た。これにより長期気象観測データの特徴について初め

て検討することが可能となった。気温は，特に冬期の極小

値において，明瞭な上昇傾向が見られ，降水量は特に明瞭

な傾向なく推移していた。また福岡気象台の観測データと

比較した結果気温の時間変動のパターンは， 1970年以降

早良実習場と福岡気象台とでほぼ同じものであると判断で

きたが，時期によって切片が異なった。降水量も年によっ

て関係が変わっていた。測定誤差や測定方法の変更の影響，

気象の局地的な変動の影響の可能性が考えられた。早良実

習場の気温と降水量の欠測期間を福岡気象台のデータで補

正する際は，両者の関係が観測期間を通じて一定ではない

点に注意が必要である。

観測結果に付随する観測位置や観測方法等の基礎情報は

公表された機関誌からは確認ができなかった。このことに

より ，上述した観測データの結果についてこれらの基礎情

報との検証ができなかった。長期気象観測における基礎情

報の不足による類似の問題は，他の大学演習林においても

生じている（田中ら 2013)。観測位置や方法，その変遷は

観測データを保証する重要な情報であり，今後の気象観測

においては観測データと併せて記録・公表されることが望

まれる。
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